










Translations of Hayashi Fumiko in China Before



















































































































術﹄に発表さ 好評を得た︒そして三〇年七月に改造社より﹃浪記﹄が発行されたが︑同年一一月には﹃続放浪記﹄も﹁新鋭文学叢書﹂として刊行 ︒ ﹁六十万部位うれた
（
10）﹂とされているよ

































































































































































































故宮を見たし︑天壇も見たが︑これらは︑一度見れば十分だろう︒私が好きなのは北平の秋だ︒北平の秋は︑時とともに移り変わり︑活気があっ 幽玄 つ不思議であり 霊的なものである︒　
私は︑西山の古き楓︑秋蟬の鳴き声︑陶然亭畔の白蘆ばか































































































































































られることから︑中国の人を意識したものであったといえる︒ただし︑こうした表現は翻訳上のストラテジーか︑あるいは﹁翻訳﹂自体が創作であった可能性など 考慮 て吟味す 必要がある︒　
この四二年をピークとして翻訳点数は減少するが︑ ﹃婦女雜志﹄
には本論の冒頭で示 た﹁日本女性作家作品特輯﹂が四三年に組まれた︒特集では﹁作者紹介﹂も示されている︒ここでは林芙美子が﹁現 日 女性作家の中で最も名望のある作家で︑われわれもその名を知っている︒ ﹂などと評価されている︒そして︑ ﹁事変前に中国を遊歴し
︹略︺
事変後および大東亜戦争が勃発して以来︑








﹁蘇門答臘： 〝西風之島〟 〝黃木之島〟這南國的名字！（待續） ﹂が紹介されたが︑原作﹁スマトラ
︱︱
西風の島﹂は︑林芙美子が
四二年に陸軍省報道部より南方へ派遣されたとき ことを示 た紀行文である︒その他 同年には﹃太平﹄ 小説﹁大學生﹂が載り︑ ﹃中國文藝﹄に小説﹁勿忘草﹂が掲載された︒　
翌四四年以降は︑ ﹃敦隣﹄に小説﹁肥皂﹂と﹁林芙美子歐行日記






















































王向遠﹃日本文學漢譯史﹄ （寧夏人民出版社︑二〇〇七年）には︑ ﹁ ﹃放






7）  ﹁抛棄﹂ （沈端先訳︑ ﹃新流月報﹄一九二九年第一期）と﹁在施醫室裡﹂ （沈端先訳︑ ﹃新流月報﹄一九二九年第二期） ︑ ﹁毆打﹂ （勺水訳︑ ﹃樂羣﹄一九二九年第一卷第二期） ︑ ﹁小貨攤兒﹂ （
岂
遥訳︑ ﹃創進﹄一九三七年新
一第七期） ︑ ﹁嘲諷﹂ （任鈞訳︑ ﹃文藝先鋒﹄一九四五年第九卷第三／四期） ︒
（
8）  ﹁煙草工廠﹂ （伯修訳︑ ﹃新流月報﹄一九二九年第二期） ︑ ﹁食堂底飯﹂ （竹舟訳︑ ﹃文學雜志﹄一九三三年第一卷第二期） ︑ ﹁決心﹂ （紺弩 ︑ ﹃作品﹄
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中国における林芙美子の翻訳状況（戦前・戦時）










板垣直子﹁新興女流 ﹂ ﹃女人藝術﹄三巻九号︑ （一 三〇年九月一日） ︑
九七頁︒
（
12）  ﹁編後記﹂ ﹃婦女雜志﹄第五卷第一〇期（一九四四年一一月一日） ︑四八頁︒
（
13）  
崔萬秋﹁放浪記譯序﹂ （ ﹃放浪記﹄上海：新時代書局︑一九三二年） ︑二頁︒
（
14）  
崔萬秋﹁小引﹂ （ ﹃放浪記﹄上海：啓明書局︑一九三九年） ︑二頁︒
（
15）  

































































27）  ﹃讀書雜誌﹄一九三一年第一卷第一期︒朱雲影は﹁中條﹂ ﹁佐々木房子﹂
﹁窪川﹂と表記しているが︑本稿では﹁中条﹂ ﹁ささきふさ﹂ ﹁佐多﹂と表示した︒
（








32）  ﹁文学的短論﹂とは︑ ﹃文学的断章﹄ （河出書房︑ 九三 年四 ）のことか︒
（
















































雷熾の名は︑ ﹁日記﹂ （ ﹃田舎がへり﹄改造社︑一九三七年四月︑二三四



































がら分類すると以下のとおりになる︒小説は﹁雨天插話﹂ ﹁河在靜靜地流﹂﹁就職﹂ ﹁夫婦（待續～二） ﹂ ﹁初雷（未完～續） ﹂ （＊計三回連載） ﹁女僕的遭遇﹂ ﹁運命之旅﹂ ﹁大學生﹂ ﹁勿忘草﹂ ﹁肥皂﹂ ﹁就職﹂の計十四編︒身辺に材を取った自叙伝︑戦記︑ルポ類は﹁事變的回憶﹂ ﹁東戰場巡禮﹂ ﹁文
209
中国における林芙美子の翻訳状況（戦前・戦時）
學的自敘傳﹂ ﹁北岸部隊：一位日本女作家的隨軍日記﹂ ﹁戰綫（特稿） ﹂ ﹁給周作人氏：好久不見了﹂ ﹁隨軍日記﹂ ﹁商人和農夫﹂ ﹁我的文學生活﹂ ﹁巴黎的追憶（一～二） ﹂ ﹁旋律下的巴黎（一～五） ﹂ （＊計六回連載） ﹁蘇門答臘： 〝西風之島〟 〝黃木之島〟這南國的名字！（待續） ﹁我的自傳﹂ ﹁放浪記﹂﹁中國印象記﹂ ﹁林芙美子歐行日記抄摘譯﹂の計二十二編︒なお以上の点数は連載回数を含めたものである︒また﹁放浪記﹂について︑本稿では身辺に材をとった創作として捉えている︒
（
51）  
林敏潔﹁林芙美子與魯迅︑周作人交往考﹂ ﹃中國現代文學研究叢刊﹄
二〇一二年第一一期︒
付記：本稿は﹁中央高校基本科研業務費
 中山大學青年教師培育項目﹂の成
果の一部です︒
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●
翻
訳
作
品
一
覧
表
一
、
雑
誌
掲
載
の
訳
文
「
大
成
老
舊
刊
全
文
數
據
庫
」
よ
り
訳
文
タ
イ
ト
ル
訳
者
掲
載
誌
発
行
地
備
考
（
特
記
事
項
、
書
誌
的
事
項
等
）
原
作
タ
イ
ト
ル
掲
載
誌
備
考
（
作
品
内
容
、
書
誌
的
事
項
等
）
小
的
花
高
明
萬
象
（
上
海
）
1934
年
第
1期
同
号
の
翻
訳
は
、
林
芙
美
子
作
品
の
み
。『
萬
象
』
は
不
定
期
発
行
の
文
芸
誌
。
小
さ
い
花
新
潮
30
巻
9
号
1933
年
9
月
女
主
人
公
由
が
、「
因
ノ
島
」
の
う
ど
ん
屋
に
3
週
間
女
中
奉
公
し
た
と
き
に
出
会
っ
た
、  ひ
な
子
等
と
の
交
流
か
ら
見
え
て
く
る
島
の
生
活
や
、  由
の
 「
ひ
ど
く
淋
し
い
」  日
々
が
描
か
れ
て
い
る
。
達
凱
愛
爾
路
黃
源
文
學
季
刊
（
北
京
）
1935
年
第
2
卷
第
1期
『
文
學
季
刊
』
は
鄭
振
鐸
主
編
の
文
芸
誌
。
＊
「
全
國
報
刊
索
引
」
と
重
複
作
品
。
ル
ウ
・
ダ
ゲ
ヱ
ル
（
★
）
若
草
10
巻
1号
1934
年
1月
女
主
人
公
〈
私
〉
が
「
巴
里
で
も
細
民
の
住
む
」
ダ
ゲ
ヱ
ル
で
出
会
っ
た
、
貧
し
い
女
学
生
ロ
ン
ヌ
と
の
交
流
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
堆
垃
圾
萬
家
文
時
事
類
編
（
上
海
）
1936
年
第
4
卷
第
17
期
1935
年
の
『
文
藝
年
鑑
』
を
参
照
し
て
訳
し
た
と
の
付
記
あ
り
。
同
号
の
翻
訳
は
、
林
芙
美
子
作
品
の
み
掲
載
。
＊
「
全
國
報
刊
索
引
」
と
重
複
作
品
。
塵
溜
文
藝
2
巻
4
号
1934
年
4
月
号
女
主
人
公
小
な
つ
が
、
別
れ
た
宮
内
の
田
舎
の
家
に
夫
の
治
作
と
行
き
、
世
は
「
何
も
彼
も
ま
る
で
吹
き
寄
せ
ら
れ
た
塵
の
や
う
」
と
思
う
に
至
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
雨
天
插
話
紀
生
中
國
公
論
（
北
京
）
1939
年
第
1卷
第
1期
「
雨
天
插
話
」
掲
載
誌
は
創
刊
号
。
同
号
の
翻
訳
は
林
芙
美
子
作
品
の
み
。
ま
た
訳
者
の
「
紀
生
」
は
方
紀
生
の
こ
と
。
雨
の
日
の
挿
話
婦
女
界
48
巻
5
号
付
録
1933
年
11月
主
人
公
秀
雄
が
、
昔
の
良
人
に
追
い
か
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
同
じ
ア
パ
ー
ト
の
7
号
室
の
女
を
助
け
る
も
、
女
を
「
不
思
議
」
だ
と
思
う
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
事
變
的
回
憶
訳
者
名
の
記
載
な
し
時
輿
潮
（
重
慶
）
1939
年
第
4
卷
第
4
期
タ
イ
ト
ル
の
次
行
に
「
大
陸
八
月
号
―
東
京
」
と
あ
り
。
原
作
「
事
変
の
想
ひ
出
」
の
約
7
割
が
訳
さ
れ
て
い
る
。
翻
訳
の
掲
載
は
林
芙
美
子
の
み
。
事
変
の
想
ひ
出
大
陸
2
巻
8
号
1939
年
8
月
エ
ッ
セ
ー
。
2
周
年
を
迎
え
た
「
事
変
」
に
つ
い
て
の
不
安
が
記
さ
れ
た
り
、「
事
変
」
を
「
戦
争
」
と
呼
ば
な
い
こ
と
へ
の
疑
問
等
が
呈
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
「
全
國
報
刊
索
引
」
よ
り
訳
文
タ
イ
ト
ル
訳
者
掲
載
誌
発
行
地
備
考
（
特
記
事
項
、
書
誌
的
事
項
等
）
原
作
タ
イ
ト
ル
掲
載
誌
（
収
録
先
）
備
考
（
作
品
内
容
、
書
誌
的
事
項
等
）
放
浪
者
的
隨
筆
崔
萬
秋
橄
欖
月
刊
（
南
京
）
1931年
第
15
期
翻
訳
内
容
に
つ
い
て
は
、
原
作
の
「
赤
い
ス
リ
ツ
パ
」
と
「
女
ア
パ
ツ
シ
ユ
」
等
に
見
ら
れ
る
、
男
性
等
に
対
す
る
不
満
を
表
出
し
た
短
文
が
選
訳
さ
れ
た
傾
向
が
見
出
せ
る
。
な
お
『
橄
欖
月
刊
』
は
1930
年
創
刊
の
文
芸
誌
。
赤
い
ス
リ
ツ
パ
―
放
浪
記
―
女
人
藝
術
（
巻
号
記
載
な
し
）
1929
年
4
月
号
・「
赤
い
ス
リ
ツ
パ
」
に
は
、〈
私
〉
が
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た
男
と
別
れ
た
あ
と
の
心
情
や
、
画
学
生
の
吉
田
さ
ん
と
の
こ
と
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
女
ア
パ
ツ
シ
ユ
―
放
浪
記
―
 
等
女
人
藝
術
3
巻
10
号
1930
年
10
月
 
等
・「
女
ア
パ
ツ
シ
ユ
」
に
は
、〈
私
〉
が
川
端
画
塾
横
の
ア
パ
ー
ト
に
転
居
し
て
出
会
っ
た
女
学
生
と
パ
パ
、
松
田
さ
ん
の
こ
と
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
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中国における林芙美子の翻訳状況（戦前・戦時）
女
流
氓
：
放
浪
記
崔
萬
秋
橄
欖
月
刊
1931年
16
期
刊
初
出
の
『
女
人
藝
術
』
は
発
禁
に
な
っ
た
が
、
翻
訳
に
採
用
さ
れ
た
の
は
『
続
放
浪
記
』
所
収
の
本
文
で
は
な
く
、
初
出
の
本
文
で
あ
る
と
、
異
同
箇
所
（「
絵
は
好
き
な
ん
で
す
よ
」「
焦
心
、
生
き
る
は
五
十
年
」）
の
訳
文
よ
り
推
定
で
き
る
。
女
ア
パ
ツ
シ
ユ
―
放
浪
記
―
女
人
藝
術
3
巻
10
号
1930
年
10
月
＊
前
出
作
品
。「
女
ア
パ
ツ
シ
ユ
―
放
浪
記
―
」
が
掲
載
さ
れ
た
翌
月
号
の
「
編
集
後
記
」
に
よ
れ
ば
、「
女
ア
パ
ツ
シ
ユ
」
掲
載
号
は
発
禁
に
遭
っ
て
い
る
。
な
お
「
女
ア
パ
ツ
シ
ユ
」
は
、『
続
放
浪
記
』（
改
造
社
、
1930
年
11月
）
に
収
録
さ
れ
た
。
林
芙
美
子
的
自
傳
崔
萬
秋
新
時
代
（
上
海
）
1931年
第
1卷
第
2
期
『
新
時
代
』
は
曾
今
可
編
集
の
文
芸
月
刊
誌
。
曾
今
可
と
林
芙
美
子
、
訳
者
の
崔
萬
秋
と
の
翻
訳
を
通
じ
た
交
流
に
つ
い
て
は
本
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
九
州
炭
坑
街
放
浪
記
改
造
11巻
10
号
1929
年
10
月
家
を
出
た
母
と
〈
私
〉、
そ
し
て
義
父
が
炭
坑
街
の
直
方
を
行
商
し
た
り
す
る
中
で
出
会
う
人
と
の
交
流
や
、
生
活
が
描
か
れ
て
い
る
。
な
お
『
続
放
浪
記
』
収
録
時
の
タ
イ
ト
ル
は
「
放
浪
記
以
前
―
序
に
か
へ
て
―
」。
八
山
旅
館
崔
萬
秋
新
時
代
1931年
第
1卷
第
4
期
同
上
八
ツ
山
ホ
テ
ル
続
放
浪
記
改
造
社
1930
年
11月
「
白
樺
の
し
を
り
描
き
」
を
し
て
い
る
林
さ
ん
と
ベ
ニ
と
パ
パ
等
の
や
り
取
り
が
描
か
れ
て
い
る
。
ベ
ニ
が
怪
し
い
男
に
つ
か
ま
っ
た
り
、
パ
パ
が
詐
欺
横
領
罪
で
引
っ
ぱ
ら
れ
た
り
し
て
、
ベ
ニ
が
金
沢
へ
帰
る
こ
と
に
。
淫
賣
婦
與
飯
店
崔
萬
秋
現
代
文
學
評
論
（
上
海
）
1931年
第
2
卷
第
1 /2
期
訳
文
の
最
後
に
「
一
三
九
〇
年
十
一
月
二
十
三
日
訳
」
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、「
一
三
九
〇
」
は
誤
植
で
正
し
く
は
「
一
九
三
〇
」
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
『
現
代
文
學
評
論
』
は
文
芸
誌
。
淫
売
婦
と
飯
屋
―
放
浪
記
―
女
人
藝
術
3
巻
6
号
1930
年
6
月
女
中
を
お
払
い
箱
に
な
っ
た
〈
私
〉
の
宿
泊
先
の
部
屋
に
突
然
来
た
女
や
、
飯
屋
に
い
た
〈
私
〉
に
金
を
せ
び
る
労
働
者
等
の
こ
と
が
描
か
れ
た
後
、〈
私
〉
が
職
業
紹
介
所
で
仕
事
を
探
す
様
子
が
描
出
さ
れ
る
。
紅
的
拖
鞋
崔
萬
秋
現
代
文
學
評
論
1931年
第
2
卷
第
1 /2
期
訳
者
後
記
に
「
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
箇
所
を
略
し
た
。」
と
あ
る
と
お
り
、
古
本
屋
や
五
十
里
さ
ん
の
こ
と
な
ど
は
省
か
れ
て
い
る
。
ま
た
翻
訳
に
採
用
さ
れ
た
原
文
は
、
異
同
（「
夏
影
色
」
等
）
よ
り
『
女
人
藝
術
』
掲
載
本
文
だ
と
推
定
で
き
る
。
赤
い
ス
リ
ツ
パ
―
放
浪
記
―
女
人
藝
術
（
巻
号
記
載
な
し
）
1929
年
4
月
号
＊
前
出
作
品
。
同
作
は
『
女
人
藝
術
』
に
発
表
後
、『
放
浪
記
』（
改
造
社
、
1930
年
7
月
）
に
収
録
さ
れ
た
。
夕
餐
崔
萬
秋
小
説
（
上
海
）
1934
年
第
7
期
『
小
説
』
は
創
作
の
掲
載
を
主
と
す
る
文
芸
誌
。
夕
餉
サ
ン
デ
ー
毎
日
1934
年
8
月
12
日
号
随
想
。
平
野
零
児
と
下
村
千
秋
、
大
宅
壮
一
と
群
馬
県
の
水
上
に
キ
ャ
ン
プ
へ
行
っ
た
こ
と
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
林
芙
美
子
の
写
真
あ
り
。
小
説
：
市
立
女
學
校
（
一
）
訳
者
名
の
記
載
な
し
太
平
洋
月
刊
（
上
海
）
1936
年
第
3
卷
第
3
期
『
太
平
洋
月
刊
』
は
1934
年
5
月
に
創
刊
。
市
立
女
学
校
改
造
18
巻
2
号
1936
年
2
月
海
辺
の
町
の
市
立
女
学
校
を
あ
と
4、
5
週
間
で
卒
業
す
る
生
徒
の
学
校
生
活
が
描
か
れ
て
い
る
。
理
科
の
試
験
や
作
法
の
時
間
、
進
級
に
向
け
て
の
国
語
の
課
外
授
業
な
ど
が
、
私
生
児
の
垣
島
さ
わ
を
中
心
に
示
さ
れ
る
。
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小
説
：
市
立
女
學
校
（
二
）
同
上
太
平
洋
月
刊
1936
年
第
3
卷
第
4
期
同
上
同
上
同
上
運
動
会
の
練
習
を
す
る
体
操
の
時
間
で
の
こ
と
や
、
風
紀
に
つ
い
て
の
言
い
争
い
、
あ
る
い
は
修
学
旅
行
に
関
す
る
こ
と
や
、
級
友
の
噂
話
、
裕
福
な
生
徒
の
こ
と
な
ど
が
さ
わ
の
目
を
通
し
て
描
か
れ
る
。
小
説
：
市
立
女
學
校
（
三
）
同
上
太
平
洋
月
刊
1936
年
第
3
卷
第
5
期
同
上
同
上
同
上
修
学
旅
行
に
行
き
た
か
っ
た
さ
わ
と
、
居
残
り
の
生
徒
小
畑
き
み
子
が
、
教
師
仁
科
徳
平
の
寄
宿
先
に
遊
び
に
行
っ
た
と
き
に
、
女
学
校
の
寄
宿
舎
が
火
事
に
な
る
が
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
小
説
：
市
立
女
學
校
（
四
）
同
上
太
平
洋
月
刊
1936
年
第
3
卷
第
6
期
同
上
同
上
同
上
居
残
り
の
大
山
の
ぶ
江
が
、
遊
び
に
来
た
さ
わ
に
教
頭
等
の
不
品
行
な
写
真
を
見
せ
る
。
そ
の
後
、
修
学
旅
行
中
の
教
員
の
不
始
末
な
ど
が
示
さ
れ
る
。
色
々
と
あ
る
中
、
卒
業
式
が
近
づ
い
て
く
る
こ
と
が
描
出
さ
れ
る
。
故
都
雜
寫
：
北
平
之
秋
陶
志
誠
實
報
半
月
刊
（
北
京
）
1936
年
第
2
卷
第
1期
訳
文
末
に
「
志
誠
附
記
」
と
示
さ
れ
て
「
こ
の
文
は
、
す
な
わ
ち
林
氏
が
二
十
分
で
書
き
あ
げ
て
、
訳
者
に
訳
さ
せ
た
の
だ
。」
な
ど
と
あ
る
。
詳
細
は
本
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
日
本
で
発
行
さ
れ
た
掲
載
誌
は
未
確
認
同
左
訳
文
に
は
、
北
平
に
来
て
「
ま
だ
十
日
も
経
っ
て
い
な
い
」
と
き
に
見
た
秋
の
景
色
の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
示
さ
れ
、「
東
亜
の
文
化
城
」
の
北
京
で
文
化
界
の
人
と
会
談
し
た
い
と
い
っ
た
抱
負
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
林
芙
美
子
的
自
傳
斐
琴
人
間
世
（
上
海
）
1936
年
新
第
2
期
「
林
芙
美
子
的
自
傳
」
の
原
作
「
文
学
的
自
叙
伝
」
は
、
1944
年
に
発
表
さ
れ
る
訳
文
「
我
的
自
傳
」（『
婦
女
雜
志
』）
の
原
作
に
も
な
る
。
な
お
『
人
間
世
』
は
林
語
堂
主
編
の
文
芸
誌
。
文
学
的
自
叙
伝
新
潮
32
巻
8
号
1935
年
8
月
〈
私
〉
が
両
親
と
「
尾
の
道
」
に
7
年
ほ
ど
移
り
住
ん
だ
と
き
に
通
学
し
た
女
学
校
で
の
文
学
体
験
と
、
上
京
後
の
生
活
状
況
や
文
学
的
出
発
、
巴
里
行
き
や
倫
敦
滞
在
時
の
文
学
体
験
が
叙
述
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
我
的
二
十
歲
時
代
白
萊
東
流
1936
年
第
2
卷
第
4
期
原
作
「
私
の
二
十
歳
」
の
後
半
部
分
「
何
に
な
ら
う
か
と
も
、
何
を
し
よ
う
か
と
も
」
か
ら
「
作
家
に
な
ら
う
な
ぞ
と
は
夢
に
も
思
は
な
か
つ
た
の
で
す
。」
が
訳
さ
れ
た
。『
東
流
』
は
文
芸
誌
。
私
の
二
十
歳
月
刊
文
章
1巻
4
号
1935
年
6
月
エ
ッ
セ
ー
。
生
活
が
大
変
で
あ
っ
た
20
歳
の
頃
に
つ
け
て
い
た
日
記
に
関
し
て
や
、
慰
め
ら
れ
た
読
書
に
つ
い
て
示
さ
れ
、
こ
の
頃
は
孤
独
で
将
来
に
つ
い
て
深
く
考
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
ど
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
東
戰
場
巡
禮
余
士
華
文
摘
戰
時
旬
刊
（
上
海
）
1938
年
第
15
期
原
作
の
掲
載
誌
に
つ
い
て
「
現
代
三
月
號
」
と
の
表
示
あ
り
。
な
お
『
文
摘
』
は
1937
年
9
月
28
日
に
『
文
摘
戦
時
旬
刊
』
に
改
名
さ
れ
、
新
た
に
1号
か
ら
発
行
さ
れ
る
な
ど
変
動
が
あ
っ
た
。
従
軍
通
信
現
代
19
巻
3
号
1938
年
3
月
第
一
信
か
ら
第
六
信
ま
で
示
さ
れ
、
上
海
か
ら
南
京
へ
移
動
す
る
様
子
や
現
地
の
あ
り
よ
う
な
ど
に
つ
い
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
甲
板
で
撮
影
さ
れ
た
と
見
受
け
ら
れ
る
「
長
谷
川
司
令
長
官
と
林
女
史
」
の
写
真
あ
り
。
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文
學
的
自
敘
傳
滕
更
明
明
（
撫
順
）
1938
年
第
2
卷
第
4
期
訳
者
の
言
葉
に
「
こ
の
自
叙
伝
は
、
改
造
社
が
昭
和
十
二
年
九
月
十
九
日
発
行
し
た
『
林
芙
美
子
選
集
』
第
三
巻
の
「
文
学
的
自
叙
伝
」
に
基
づ
い
て
訳
し
た
。
新
潮
社
で
昭
和
十
一
年
五
月
二
十
五
日
に
発
行
さ
れ
た
『
私
の
文
壇
生
活
を
語
る
』
の
中
の
「
私
の
履
歴
」
も
参
考
に
し
た
」
な
ど
と
あ
る
。
な
お
『
明
明
』
は
文
芸
誌
。
文
学
的
自
叙
伝
林
芙
美
子
選
集
　
第
三
巻
、
改
造
社
1937
年
9
月
「
文
学
的
自
叙
伝
」
は
本
一
覧
表
前
出
作
品
。
私
の
履
歴
私
の
文
壇
生
活
を
語
る
新
潮
社
1936
年
5
月
「
私
の
履
歴
」
は
二
部
構
成
。
ま
ず
「
文
学
的
自
叙
伝
」
が
若
干
改
稿
さ
れ
て
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
文
末
に
「（
十
年
七
月
）」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
に
は
、「
い
ま
、
私
の
魂
の
糧
と
も
ま
っ
て
い
る
書
物
に
は
、
唐
詩
選
、
寒
山
詩
」
な
ど
と
記
さ
れ
た
り
し
て
、
今
後
の
仕
事
へ
の
意
欲
が
綴
ら
れ
る
。
文
末
に
は
「（
十
一
年
二
月
二
十
六
日
夜
補
筆
）」
と
あ
り
。
河
在
靜
靜
地
流
謝
茂
辛
華
南
公
論
（
広
州
）
1939
年
第
1
卷
第
2
期
訳
文
掲
載
誌
『
華
南
公
論
』
は
1939
年
に
創
刊
し
、「
新
東
亜
秩
序
」
を
鼓
吹
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
河
は
静
か
に
流
れ
ゆ
く
（
★
）
婦
人
公
論
24
巻
9
号
1939
年
9
月
南
京
に
住
む
女
主
人
公
潘
（
バ
ン
）
が
夫
の
朱
（
シ
ユ
）
と
生
き
別
れ
に
な
り
、
日
本
人
に
雇
わ
れ
て
息
子
の
何
（
ホ
ウ
）
と
と
も
に
生
き
る
が
、
朱
を
探
し
に
行
く
話
。
北
岸
部
隊
―
一
位
日
本
女
作
家
的
隨
軍
日
記
青
紗
帳
上
海
婦
女
（
上
海
）
1939
年
第
2
卷
第
7
期
冒
頭
で
訳
者
が
「
原
文
は
九
月
十
九
日
か
ら
十
月
二
十
八
日
ま
で
、
一
日
も
怠
ら
ず
に
書
い
た
日
記
で
あ
る
。
計
十
一
万
字
ぐ
ら
い
。〔
略
〕
掲
載
し
た
の
は
選
訳
」
な
ど
と
示
し
て
い
る
。
『
北
岸
部
隊
』
の
117
頁
～
126
頁
8
行
目
ま
で
が
訳
さ
れ
た
。
北
岸
部
隊
「
十
月
十
九
日
　
晴
」
の
部
分
北
岸
部
隊
中
央
公
論
社
1939
年
1月
日
記
形
式
の
従
軍
記
。
〈
私
〉
が
起
床
し
て
か
ら
出
発
す
る
ま
で
の
身
支
度
や
、
進
軍
中
に
河
を
渡
る
様
子
な
ど
が
叙
述
さ
れ
る
。
ま
た
、「
支
那
人
」
の
死
体
な
ど
も
描
写
さ
れ
て
い
る
。
戰
綫
（
特
稿
）
哲
非
，
巴
侖
雜
志
（
上
海
）
1939
年
第
4
卷
第
2
期
冒
頭
で
訳
者
が
「
林
芙
美
子
の
過
去
に
つ
い
て
は
早
く
も
皆
さ
ん
に
周
知
さ
れ
て
い
る
。
今
の
彼
女
は
「
銃
後
文
人
」
の
一
人
に
な
っ
た
。
（
略
）
一
部
を
選
ん
で
訳
」
し
た
な
ど
と
示
し
て
い
る
。
原
文
の
『
戦
線
』
95
頁
8
行
目
～
107
頁
が
訳
さ
れ
た
。
戦
線「（
十
二
信
）」  
の
途
中
か
ら
「（
十
三
信
）」
ま
で
戦
線
朝
日
新
聞
社
1938
年
12
月
書
簡
体
の
従
軍
記
。
兵
隊
が
妻
に
宛
て
た
手
紙
の
こ
と
や
記
者
の
様
子
、「
支
那
兵
」
が
間
違
っ
て
道
を
た
ず
ね
に
来
た
こ
と
、
「
戦
線
」
や
行
軍
の
様
子
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。〈
私
〉
が
日
本
に
い
る
母
へ
呼
び
か
け
た
感
傷
的
な
叙
述
も
な
さ
れ
て
い
る
。
就
職
美
彌
國
藝
（
南
京
）
1940
年
創
刊
號
1
月
15
日
掲
載
誌
『
國
藝
』
は
文
芸
誌
で
、
創
刊
号
の
翻
訳
は
林
芙
美
子
作
品
の
み
。
訳
者
の
言
葉
に
「『
林
芙
美
子
短
編
集
』
の
「
葡
萄
岸
畔
」
巻
の
「
就
職
」
に
基
づ
い
て
訳
し
た
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
右
「
備
考
」
欄
で
提
示
し
た
『
葡
萄
の
岸
　
下
巻
』
の
こ
と
。
就
職
婦
人
公
論
24
巻
12
号
1939
年
12
月
女
主
人
公
埼
子
が
好
意
を
抱
く
健
一
や
、
そ
の
同
級
生
が
満
州
等
で
の
就
職
を
ひ
か
え
た
「
昏
い
」
心
情
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
作
は
「
葡
萄
の
岸
ノ
ー
ト
」（『
葡
萄
の
岸
　
下
巻
』
実
業
之
日
本
社
、
1940
年
11月
）
に
「
好
き
な
作
品
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
給
周
作
人
氏
：
好
久
不
見
了
岳
蓬
吾
友
（
北
京
）
1941年
第
1卷
第
47
期
『
吾
友
』
は
総
合
誌
。
訳
者
の
言
葉
に
『
文
藝
』
5
月
号
に
基
づ
い
て
訳
し
た
と
あ
り
。
周
作
人
氏
へ
文
藝
9
巻
5
号
1941年
5
月
「
一
大
決
心
を
し
て
日
本
へ
」
来
て
欲
し
い
周
作
人
へ
宛
て
た
書
簡
体
形
式
で
、
北
京
の
大
学
の
こ
と
や
馮
沅
、
謝
冰
瑩
、
魯
迅
、
方
紀
生
の
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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隨
軍
日
記
魏
都
麗
日
本
評
論
（
上
海
）
1941年
第
2
卷
第
8
期
「
隨
軍
日
記
」
は
前
出
「
北
岸
部
隊
」（『
上
海
婦
女
』）
と
同
じ
も
の
だ
が
、
冒
頭
の
「
訳
者
の
言
葉
」
が
省
か
れ
て
い
る
。
北
岸
部
隊
「
十
月
十
九
日
　
晴
」
の
部
分
北
岸
部
隊
中
央
公
論
社
1939
年
1月
＊
前
出
作
品
。
夫
婦
（
待
續
）
曹
彥
新
婦
女
月
刊
（
武
漢
）
1941年
第
5
期
『
新
婦
女
月
刊
』
の
同
号
に
は
林
芙
美
子
作
品
の
翻
訳
の
み
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
原
作
「
夫
婦
」（『
婦
人
倶
楽
部
』）
の
548
頁
6
行
目
ま
で
が
訳
さ
れ
た
。
夫
婦
（
★
）
婦
人
倶
楽
部
15
巻
6
号
1934
年
6
月
妻
帯
者
の
啓
二
が
、
見
知
ら
ぬ
人
妻
の
女
性
と
親
し
く
な
り
そ
の
女
性
の
家
へ
行
き
、
妻
の
地
味
な
生
活
に
つ
い
て
の
不
平
を
話
し
出
す
こ
と
が
描
出
さ
れ
て
い
る
。
夫
婦
（
二
）
曹
彥
新
婦
女
月
刊
1941年
第
6
期
訳
文
末
に
「
一
九
四
一
年
三
月
十
七
日
訳
了
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
同
上
同
上
啓
二
は
再
び
人
妻
の
家
へ
行
き
今
度
は
宿
泊
ま
で
す
る
が
、
そ
れ
を
知
っ
た
妻
が
置
手
紙
を
し
て
実
家
へ
戻
り
、
夫
婦
が
互
い
を
思
い
遣
る
大
切
さ
が
示
さ
れ
る
。
初
雷
（
未
完
）
曹
彥
新
婦
女
月
刊
1941年
第
7
期
掲
載
誌
『
新
婦
女
月
刊
』
は
婦
人
雑
誌
。
初
雷
牡
蠣
改
造
社
1935
年
9
月
修
吉
の
妻
で
あ
る
縫
子
は
、
修
吉
の
亡
く
な
っ
た
前
妻
與
志
子
の
友
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
や
、
縫
子
が
與
志
子
の
子
供
と
馴
染
め
な
い
様
子
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
初
雷
（
續
）
曹
彥
新
婦
女
月
刊
1941年
第
8
期
同
上
同
上
同
上
修
吉
と
縫
子
が
結
婚
す
る
前
、
與
志
子
が
二
人
に
裏
切
ら
れ
て
い
く
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
る
。
修
吉
と
縫
子
の
逢
瀬
や
、
與
志
子
と
子
供
の
転
居
が
示
さ
れ
て
い
る
。
初
雷
（
續
）
曹
彥
新
婦
女
月
刊
1941年
第
9
期
訳
文
の
文
末
に
「（
未
完
）」
と
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
原
作
「
初
雷
」
の
最
後
ま
で
訳
さ
れ
ず
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
上
同
上
病
死
し
た
與
志
子
の
死
水
を
子
供
が
一
人
で
と
っ
た
こ
と
や
そ
の
後
の
修
吉
と
縫
子
の
こ
と
、
子
供
の
部
屋
に
與
志
子
の
写
真
が
貼
っ
て
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
女
僕
的
遭
遇
岳
蓬
東
亞
聯
盟
（
北
京
）
1942
年
第
4 /5
期
「
林
芙
美
子
特
輯
」
完
訳
さ
れ
ず
に
全
体
の
9
割
ほ
ど
が
『
東
亞
聯
盟
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
葡
萄
の
岸
日
本
評
論
10
巻
10
号
1935
年
10
月
都
会
の
裕
福
な
吉
澤
寛
三
の
家
に
初
奉
公
す
る
地
方
出
身
の
よ
し
ゑ
が
、
寛
三
に
遊
ば
れ
て
次
第
に
世
の
中
や
都
会
の
暮
ら
し
に
疑
問
を
抱
く
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
商
人
和
農
夫
田
星
『
東
亞
聯
盟
』
は
東
亜
聯
盟
の
機
関
紙
。
東
亜
聯
盟
の
研
究
を
名
義
に
中
日
親
善
を
宣
揚
し
た
。
な
お
南
京
と
広
州
の
東
亜
聯
盟
も
同
名
誌
を
発
行
。
商
人
と
百
姓
報
知
新
聞
19
37
年
3
月
2
日
～
3
月
4
日
エ
ッ
セ
ー
。
田
舎
の
信
州
へ
帰
っ
た
と
き
に
、
都
会
の
生
活
に
反
駁
心
が
お
き
た
こ
と
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
商
人
や
行
商
人
の
厳
し
い
生
活
に
つ
い
て
も
示
さ
れ
る
。
我
的
文
學
生
活
丁
敏
訳
文
末
に
「『
林
芙
美
子
選
集
』
第
3
巻
「
文
学
的
自
叙
伝
」
よ
り
翻
訳
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
私
の
文
学
生
活
改
造
19
巻
8
号
1937
年
8
月
自
伝
的
作
品
。
再
訪
し
た
い
巴
里
の
こ
と
や
子
供
の
頃
に
過
ご
し
た
九
州
や
尾
道
の
こ
と
、
上
京
時
や
旅
の
こ
と
な
ど
を
述
懐
し
、
仕
事
へ
の
意
欲
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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巴
黎
的
追
憶
肇
源
立
言
畫
刊
（
北
京
）
1942
年
第
211期
同
号
に
は
林
芙
美
子
作
品
の
み
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
巴
黎
的
追
憶
」
は
「
世
界
知
識
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
訳
文
は
、
原
作
を
部
分
的
に
抽
出
し
て
意
訳
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る
。
巴
里
の
思
ひ
出
、
部
分
改
造
時
局
版
8
22
巻
13
号
1940
年
7
月
原
作
を
抽
出
し
て
意
訳
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
原
作
全
体
の
内
容
は
ま
と
め
て
以
下
に
記
し
て
お
く
。
26
歳
の
〈
私
〉
が
巴
里
の
14
区
に
暮
ら
し
た
と
き
の
物
価
や
日
常
品
の
こ
と
が
示
さ
れ
、
巴
里
と
日
本
人
の
生
活
が
比
較
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
人
と
ド
イ
ツ
人
に
つ
い
て
や
、
巴
里
の
美
術
品
や
風
景
、
古
い
街
路
な
ど
に
つ
い
て
も
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
巴
黎
的
追
憶
肇
源
立
言
畫
刊
1942
年
第
212
期
訳
文
末
に
訳
者
の
言
葉
と
し
て
、「
改
造
十
三
号
に
よ
る
。〔
略
〕
原
著
の
素
晴
ら
し
い
章
節
を
訳
し
て
読
者
の
皆
さ
ん
に
饗
す
る
」
な
ど
と
あ
り
。
同
上
同
上
旋
律
下
的
巴
黎
一
：
流
浪
者
的
寄
宿
舎
肇
源
立
言
畫
刊
1942
年
第
218
期
『
立
言
畫
刊
』
は
週
刊
娯
楽
画
報
誌
。
1938
年
10
月
1日
か
ら
1945
年
8
月
に
発
行
さ
れ
た
。
「
旋
律
下
的
巴
黎
」
は
「
世
界
知
識
」
欄
に
掲
載
。
日
本
で
発
行
さ
れ
た
掲
載
誌
は
未
確
認
同
左
訳
文
に
、
パ
リ
に
失
業
者
が
多
い
こ
と
、「
パ
リ
政
府
が
戦
後
、
失
業
者
に
救
済
機
構
」
で
援
助
し
た
こ
と
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
示
さ
れ
た
り
し
て
い
る
が
、
対
応
す
る
日
本
語
作
品
は
不
明
。
旋
律
下
的
巴
黎
二
：
奴
隸
女
僕
的
豪
語
肇
源
立
言
畫
刊
1942
年
第
219
期
同
上
同
上
同
上
訳
文
に
、「
パ
リ
の
下
層
社
会
の
悲
劇
で
あ
る
下
女
」
が
言
及
さ
れ
、
西
洋
が
変
わ
れ
ば
中
国
式
の
下
女
も
奥
様
に
変
わ
る
だ
ろ
う
な
ど
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
対
応
す
る
日
本
語
作
品
は
不
明
。
旋
律
下
的
巴
黎
三
：
紅
塵
内
的
可
憐
蟲
肇
源
立
言
畫
刊
1942
年
第
220
期
同
上
同
上
同
上
訳
文
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
女
性
淫
売
の
こ
と
や
、
中
国
人
が
フ
ラ
ン
ス
の
酒
と
夫
人
を
賛
嘆
す
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
裏
面
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
が
対
応
す
る
作
品
は
不
明
。
旋
律
下
的
巴
黎
綺
麗
小
姐
的
靈
魂
肇
源
立
言
畫
刊
1942
年
第
221期
訳
文
末
に
「（
未
完
）」
と
あ
り
。
同
上
同
上
訳
文
に
、
娼
妓
「
綺
麗
」
の
生
活
と
仕
事
ぶ
り
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
応
す
る
作
品
は
不
明
。
旋
律
下
的
巴
黎
綺
麗
小
姐
的
靈
魂
肇
源
立
言
畫
刊
1942
年
第
222
期
同
上
同
上
同
上
訳
文
に
、「
綺
麗
」
が
弱
り
、
つ
い
亡
く
な
り
、
教
会
で
神
父
に
祈
祷
さ
れ
た
こ
と
や
、
天
国
で
皇
后
と
貴
姫
の
「
下
女
」
と
な
り
「
太
監
」
と
同
じ
よ
う
に
特
殊
な
地
位
も
与
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
い
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
対
応
す
る
作
品
は
不
明
。
旋
律
下
的
巴
黎
五
：
汽
車
女
郎
的
迷
惘
肇
源
立
言
畫
刊
1942
年
第
223
期
同
上
同
上
同
上
訳
文
に
、「
綺
麗
と
菲
芳
」
の
同
業
者
の
狡
猾
さ
や
、「
美
人
の
罠
」
に
ひ
っ
か
か
っ
た
男
性
の
遭
遇
に
つ
い
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
応
す
る
作
品
は
不
明
。
運
命
之
旅
金
戈
婦
女
雜
志
（
北
京
）
1943
年
第
4
卷
第
10
期
「
日
本
女
作
家
作
品
特
輯
」
に
掲
載
さ
れ
た
。
紹
介
と
し
て
「
林
芙
美
子
が
中
国
戦
線
か
ら
帰
国
し
た
後
に
書
い
た
作
品
で
、
題
材
は
中
国
の
土
地
と
人
で
あ
る
が
、
日
本
人
作
家
の
戦
争
に
対
す
る
理
念
と
精
神
を
も
表
し
て
い
る
。」
な
ど
と
あ
り
。
運
命
の
旅
日
の
出
11巻
8
号
1942
年
8
月
日
本
軍
が
攻
め
て
き
て
四
襟
と
夫
の
黄
土
が
山
に
逃
げ
る
も
空
襲
が
あ
り
、
次
い
で
非
難
し
た
南
京
の
街
は
火
事
が
広
が
っ
て
い
た
。
湖
南
と
四
川
の
兵
隊
を
非
難
し
、
日
本
兵
を
賛
美
す
る
描
写
が
な
さ
れ
な
が
ら
、
黄
土
が
た
く
ま
し
く
生
き
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
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蘇
門
答
臘
：〝
西
風
之
島
〟〝
黃
木
之
島
〟
這
南
國
的
名
字
！
（
待
續
）
明
模
新
東
方
雜
志
（
上
海
）
1943
年
第
8
卷
第
2
期
『
新
東
方
雜
志
』
は
汪
政
権
の
総
合
誌
。
原
作
は
連
載
（
上
下
）
さ
れ
た
が
、「
蘇
門
答
臘
」
で
は
第
一
回
目
の
み
訳
さ
れ
て
い
る
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
見
受
け
ら
れ
る
〝
黃
木
之
島
〟
は
、
原
文
に
「
黄
木
の
島
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
ス
マ
ト
ラ
―
西
風
の
島
―
改
造
25
巻
6
号
1943
年
6
月
南
へ
来
て
約
半
年
に
な
る
〈
私
〉
が
、
目
に
し
た
南
方
を
提
示
し
た
り
し
な
が
ら
、
ス
マ
ト
ラ
を
横
断
す
る
。
パ
レ
ン
バ
ン
や
、
日
本
語
を
教
え
る
瑞
穂
学
園
、
ゴ
ム
園
、
便
所
、
河
な
ど
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
大
學
生
許
竹
園
太
平
（
太
平
月
刊
畫
報
、
上
海
）
1943
年
第
1卷
第
5
期
『
太
平
』
は
『
太
平
月
刊
畫
報
』
と
も
言
い
、
日
本
占
領
時
期
の
上
海
で
発
行
さ
れ
た
総
合
画
報
誌
。「
大
學
生
」
は
、
横
光
利
一
、
丹
羽
文
雄
、
葉
山
嘉
樹
、
火
野
葦
平
、
佐
多
稲
子
等
の
訳
作
と
共
に
同
年
、
太
平
書
局
出
版
の
章
克
標
（
許
竹
園
）
訳
『
現
代
日
本
小
説
選
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
大
学
生
婦
人
公
論
24
巻
10
号
1939
年
10
月
大
学
卒
業
を
来
年
に
ひ
か
え
た
5
人
の
大
学
生
と
、
彼
ら
が
湯
ヶ
島
で
出
会
っ
た
娘
の
交
流
が
描
か
れ
る
。
淡
い
感
情
も
あ
る
中
で
、
彼
ら
が
就
職
や
兵
隊
と
し
て
の
出
征
に
縛
ら
れ
て
い
く
あ
り
さ
ま
が
示
さ
れ
て
い
る
。
勿
忘
草
凌
冰
中
國
文
藝
（
北
京
）
1943
年
第
8
卷
第
2
期
掲
載
誌
『
中
國
文
藝
』
は
張
深
切
な
ど
が
編
集
。
発
行
所
を
転
々
と
し
、
中
国
文
芸
社
や
人
々
書
店
、
華
北
文
化
書
局
と
度
々
変
更
し
た
。
親
日
文
芸
誌
。
勿
忘
草
少
女
の
友
夏
期
増
刊
号
31巻
10
号
1938
年
8
月
熊
本
の
女
学
校
に
赴
任
し
た
姉
の
与
志
子
と
、
東
京
か
ら
姉
に
会
い
に
来
た
妹
国
子
が
赤
瀬
で
ひ
と
夏
を
過
ご
し
た
と
き
、
同
地
で
合
宿
中
の
女
学
生
千
代
子
の
体
調
が
急
変
し
熊
本
で
亡
く
な
る
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
肥
皂
岳
蓬
敦
鄰
（
北
京
）
1944
年
第
2
卷
第
5
期
掲
載
誌
『
敦
鄰
』
は
汪
政
権
よ
り
の
総
合
月
刊
誌
。
石
鹸
蜜
蜂
創
元
社
1939
年
11月
京
都
へ
行
っ
た
〈
私
〉
が
今
は
亡
き
芸
者
道
子
の
こ
と
を
回
想
し
、
そ
の
妹
だ
と
い
う
菊
代
と
墓
参
り
に
行
っ
た
り
住
む
家
を
探
し
た
り
し
て
最
後
に
石
鹸
を
買
う
。
我
的
自
傳
林
□
□
（「
□
□
」
は
判
読
不
可
）
婦
女
雜
志
（
北
京
）
1944
年
第
5
卷
第
11期
1936
年
に
発
表
さ
れ
た
「
林
芙
美
子
的
自
傳
」
と
同
じ
。
た
だ
し
「
我
的
自
傳
」
は
、
原
文
「
日
本
の
犀
星
氏
、
春
夫
氏
も
」
以
降
を
訳
し
て
い
な
い
。
文
学
的
自
叙
伝
新
潮
32
巻
8
号
1935
年
8
月
＊
前
出
作
品
。
就
職
羅
雅
子
婦
女
雜
志
1944
年
第
5
卷
第
11期
1940
年
に
翻
訳
掲
載
さ
れ
た
「
就
職
」（『
國
藝
』）
と
同
じ
作
品
。
就
職
婦
人
公
論
24
巻
12
号
1939
年
12
月
＊
前
出
作
品
。
放
浪
記
凌
冰
吾
友
（
北
京
）
1944
年
第
4
卷
第
22
期
＊
前
出
作
品
だ
が
、
訳
さ
れ
た
箇
所
は
原
作
「
淫
売
婦
と
飯
屋
」
の
約
4
分
の
3
以
降
に
あ
た
る
。
淫
売
婦
と
飯
屋
―
放
浪
記
―
女
人
藝
術
3
巻
6
号
1930
年
6
月
号
＊
前
出
作
品
。
中
國
印
象
記
湘
文
新
生
（
広
州
）
1945
年
第
2
期
『
新
生
』
は
総
合
誌
。
同
号
で
女
性
作
家
の
翻
訳
は
林
芙
美
子
の
み
。
訳
文
に
は
、
原
作
に
示
さ
れ
て
い
な
い
小
見
出
し
が
、
6
点
付
さ
れ
て
い
る
。
中
國
之
旅
華
文
大
阪
毎
日
第
4
巻
第
1期
1940
年
1月
1日
中
国
語
の
エ
ッ
セ
ー
。
結
婚
す
る
前
、
中
国
の
言
葉
に
憧
れ
訪
問
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
や
、
杭
州
や
蘇
州
、
北
京
等
を
訪
問
し
た
と
き
の
感
慨
が
示
さ
れ
る
。
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林
芙
美
子
歐
行
日
記
抄
摘
譯
岳
蓬
敦
鄰
（
北
京
）
1945
年
第
3
卷
第
1期
『
敦
鄰
』
に
掲
載
さ
れ
た
訳
文
は
、
原
作
『
憂
愁
日
記
』
の
190- 193
頁
に
該
当
す
る
。
憂
愁
日
記
憂
愁
日
記
中
央
公
論
社
1939
年
11月
『
憂
愁
日
記
』
に
は
、
巴
里
に
着
い
た
と
き
か
ら
帰
国
後
の
こ
と
が
、
日
記
形
式
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
該
当
箇
所
に
は
、
上
海
へ
入
港
し
た
際
、
内
山
書
店
へ
行
っ
た
り
魯
迅
に
会
っ
た
り
し
た
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。
付
記
：（
1）「
大
成
老
舊
刊
全
文
數
據
庫
」
と
「
全
國
報
刊
索
引
」
に
お
い
て
重
複
す
る
訳
文
掲
載
情
報
は
、「
大
成
老
舊
刊
全
文
數
據
庫
」
の
欄
に
の
み
示
し
た
。
（
2）
訳
文
掲
載
誌
の
発
行
地
に
「
北
平
」
表
記
も
見
受
け
ら
れ
た
が
、
本
一
覧
表
で
は
「
北
京
」
に
統
一
し
て
示
し
た
。
（
3  ）
原
作
の
初
出
誌
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、『
近
代
文
学
研
究
叢
書
　
第
69
巻
』（
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
編
、
1995
年
3
月
）
所
収
の
平
井
法
「
二
　
著
作
年
表
」
を
基
礎
資
料
と
し
、
浦
野
利
喜
子
・
久
保
卓
哉
「
林
芙
美
子
全
集
に
未
収
録
の
作
品
に
つ
い
て
　
附
資
料
　
林
芙
美
子
全
集
（
文
泉
堂
出
版
）
未
収
録
作
品
リ
ス
ト
」『
福
山
大
学
人
間
文
化
学
部
紀
要
』
12
巻
（
2012
年
3
月
）
と
山
下
聖
美
「
林
芙
美
子
に
お
け
る
台
湾
、
中
国
、
満
州
、
朝
鮮
―
―
基
礎
資
料
の
提
示
と
今
後
の
研
究
課
題
」『
日
本
大
学
芸
術
学
部
紀
要
』
56
号
（
2012
年
）
を
参
照
し
た
。
な
お
本
一
覧
表
の
★
印
は
、
上
記
の
リ
ス
ト
に
初
出
誌
が
明
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
作
品
で
あ
る
。（
本
一
覧
表
作
成
期
間
：
2017
年
11月
～
2019
年
6
月
）
※
一
覧
表
作
成
後
、
廣
畑
研
二
編
著
『
林
芙
美
子
全
文
業
録
　
未
完
の
放
浪
』（
論
創
社
、
2019
年
6
月
28
日
）
が
発
行
さ
れ
た
が
、
★
印
の
初
出
情
報
は
提
示
さ
れ
て
い
る
。
二
、
訳
書
タ
イ
ト
ル
訳
者
収
録
先
（
シ
リ
ー
ズ
名
）
発
行
地
、
版
元
発
行
年
な
ど
収
録
作
品
、
特
記
事
項
な
ど
牡
蠣
及
其
他
張
建
華
陸
少
懿
，
吳
朗
西
主
編
〝
現
代
日
本
文
學
叢
刊
〟
右
欄
を
参
照
さ
れ
た
い
『
牡
蠣
及
其
他
』
は
、
1936
年
10
月
4
日
付
『
申
報
』（
上
海
版
）
の
「
文
化
生
活
出
版
社
新
編
叢
書
四
種
預
告
」  に
お
い
て
、  「
現
代
日
本
文
学
叢
刊
」  の
一
書
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
実
物
は
確
認
で
き
ず
、  
出
版
年
や
出
版
地
、
訳
者
、
収
録
作
品
等
か
ら
、
下
欄
の
『
枯
葉
』
に
改
題
し
出
版
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る
。
枯
葉
張
建
華
現
代
日
本
文
學
叢
刊
80
上
海
：
文
化
生
活
出
版
社
1937
年
5
月
（
計
213
頁
）
付
録
（
197 –213
頁
）「
我
的
履
歷
」
収
録
作
品
は
「
愛
哭
的
小
鬼
頭
」「
牡
蠣
」「
枯
葉
」。
ま
た
付
録
と
し
て
「
我
的
履
歷
」
も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
文
末
に
「
一
九
三
六
年
二
月
十
二
日
補
記
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
放
浪
記
崔
萬
秋
新
時
代
文
藝
叢
書
上
海
：
新
時
代
書
局
1932
年
1月
（
計
140
頁
、
19
×
14 cm
）
付
録
（
123 –140
頁
）：「
林
芙
美
子
訪
問
記
」
収
録
作
品
は
、「
放
浪
記
以
前
」「
失
足
女
和
飯
店
」「
取
消
了
目
標
」「
紅
的
拖
鞋
」「
女
流
氓
」「
八
山
旅
館
」。
本
書
に
は
林
芙
美
子
が
崔
萬
秋
に
宛
て
た
書
簡
等
も
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
付
録
と
し
て
「
林
芙
美
子
訪
問
記
」
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
は
崔
萬
秋
が
訪
日
中
に
林
芙
美
子
を
訪
問
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
放
浪
記
：
足
本
崔
萬
秋
世
界
文
學
名
著
上
海
：
啓
明
書
局
1937
年
2
月
（
計
72
頁
、
19
×
13 cm
）
付
録
（
64 –72
頁
）：「
林
芙
美
子
訪
問
記
」
上
海
図
書
館
の
所
蔵
情
報
に
よ
れ
ば
、
巻
頭
に
「
放
浪
記
以
前
」
が
あ
り
巻
末
に
は
「
林
芙
美
子
訪
問
記
」
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
、「
賣
婬
婦
與
飯
館
」「
取
消
了
目
標
」「
紅
的
拖
鞋
」「
女
流
氓
」「
八
山
旅
館
」
の
五
篇
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
放
浪
記
崔
萬
秋
世
界
文
學
名
著
上
海
：
啓
明
書
局
1939
年
（
計
72
頁
、
19
×
13 cm
）
付
録
（
64 –72
頁
）：「
林
芙
美
子
訪
問
記
」
※
1937
年
啓
明
書
局
版
の
再
版
。
実
見
し
た
本
書
の
「
奥
付
」
に
は
、「
中
華
民
国
二
十
六
年
二
月
初
版
　
中
華
民
国
二
十
八
年
一
月
再
版
」
と
あ
る
た
め
、
1937
年
版
『
放
浪
記
』
の
再
版
で
あ
り
、
収
録
内
容
も
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
本
書
の
は
じ
め
に
、
崔
万
秋
に
よ
る
「
小
引
」（「
序
」）
が
示
さ
れ
て
お
り
、
文
末
に
は
「
崔
萬
秋
記
於
上
海
，
廿
六
年
一
月
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。「
小
引
」
に
続
い
て
「
放
浪
記
以
前
（
作
者
的
自
傳
）」
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
王
向
遠
『
日
本
文
學
漢
譯
史
』（
寧
夏
人
民
出
版
社
、
2007
年
）
で
は
、
本
書
の
版
元
を
「
上
海
啓
智
書
局
1937 , 1939」
と
し
て
い
る
が
、
正
し
く
は
「
啓
明
書
局
」
で
あ
る
。
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●訳文掲載誌の基本情報一覧表
掲載誌 基本情報
万象 1934年に創刊し、1935年第3期終刊した。不定期発行。図像豊富な文芸誌。
文學季刊 1934年1月1日に北京で創刊したが、華北事変を機に編集者や執筆者が抗日運動に身を投じたことに
よって1935年12月16日終刊、計8期。鄭振鐸、章靳以主編の文芸誌で、30年代中期において中国北
部における最も影響力の強い大型文芸誌とされている。
時事類編 1933年8月に中山文化教育館上海で創刊、1942年1月1日に終刊した。1937年9月15日より『時事類
編特刊』に改名される。中山文化教育館によって編集発行された。政論中心。
中國公論 1939年4月1日に北京で創刊し、1944年1月1日に終刊した、中国公論社発行の政治季刊誌。「国家建
設の促進、国際問題の検討、東方文化の発揚、反共運動の強化」を趣旨とし、論述、訳述、文芸など
の欄がある。
時輿潮 1943年3月15日に時輿潮社が重慶で創刊した。1946年5月15日に終刊。文芸誌。
橄欖月刊 1930年に創刊、1933年に終刊した。南京線路社発行の文芸誌（1）。
新時代 1931年8月1日に上海で創刊し、1934年2月1日の第6巻第2期をもって停刊する。1937年元日に復刊、
同年4月1日の第7巻第4期をもって終刊。上海新時代書局発行、曾今可編集。包容力のある、活発な
議論を許容する文芸月刊誌とされている。
現代文學評論 1931年4月10日に創刊し、同年10月20日に終刊、計7期。上海現代書局発行の文芸誌。「民族主義文
芸運動」の同人らが創刊した文芸誌で、「民族主義文学」を宣揚し、中国プロレタリア文学を蔑む。
小說 1934年5月に上海で創刊。はじめは月刊だが第3期より隔週での発行となる。1935年3月1日第19期
をもって終刊。梁得所主編、大衆出版社発行。翻訳もあるが、創作が主な文芸誌。大衆文芸の実験台
になることを目指し、流派を問わず作品を掲載する方針。
太平洋月刊 1934年5月創刊。上海で発行。
實報半月刊 1935年10月に北京で創刊、1938年に終刊、計18期。「消息を報道、学術に貢献、文芸を紹介」を編集
方針とする総合雑誌。
人間世 1934年4月5日に上海で創刊、1935年12月20日第42期をもって停刊とされているが、その後1936年
新第1期、新第2期を発行する。上海良友図書印刷公司出版発行、林語堂主編の文芸誌。
東流 1934年8月1日に東京で創刊、1936年11月15日第3巻第2期をもって終刊、計14期。中国左翼作家聯
盟東京分盟の機関紙であるが、東京東流文芸月刊社の名義を借りて編集、出版、発行。林焕平、陳達
人が主編。寄稿者には魯迅、郭沫若がいる。創作のほか、外国文学作品や、流派、動態も積極的に紹
介する文芸誌。
文摘 1937年1月1日に上海で創刊、月刊。復旦大学文摘社編集、黎明書局発行。日中戦争が勃発したため、
同年9月28日「文摘戰時旬刊」に改名され、新たに1号から発行された。第16期から武漢に、第34期
から重慶に移転。1945年12月に上海に戻り、もとの雑誌名「文摘」になった。文芸誌。
明明 1937年3月に撫順で「月刊満州社」の援助により創刊、1937年8月（第6期）より文芸誌となる。編
集者も発行人も日本人になっているが、事実上編集に取り組んだのは古丁を筆頭とする中国人文学青
年である。東北淪陥地区の文壇に大きな影響力を持つ。
華南公論 1939年創刊、華南文化協会総務部発行。抗日に反対し、「平和救国」「新東亜秩序」を鼓吹する立場で、
中日両国の社会、政治、文化を紹介する。
上海婦女 1938年4月20日に創刊し、1940年6月1日に終刊。上海発行。主に各地の女性の抗日活動と世界各国
の女性の動態を掲載したが、時事新聞や婦人伝記、作品なども紹介する。「時事」「訳著」「文藝園地」
「名人伝記」などの欄がある。
雜志 1938年5月10日に創刊し、1945年8月に終刊、計89期、上海で発行された。その間、数度停刊し、復
刊する。前期は転載を中心とする総合誌、後期は創作が主な文芸誌。
國藝 1940年１月に南京で創刊した。文芸月刊、中国文芸協会編集発行。東方固有文化の発揚を趣旨に文芸
を研究する立場を取った。内容が幅広く、日本文学が多く紹介されている。協会の顧問に、奥宮正澄、
西里龍夫、赤星篤光、柳町精、伊藤左右三郎などの名前が連なっており、「創刊献辞」には汪兆民の
腹心である梁鴻志の言葉が載っている。
吾友 1940年12月21日に創刊し、1945年6月15日第5巻第11期をもって終刊。北京発行の総合誌。
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中国における林芙美子の翻訳状況（戦前・戦時）
日本評論 1932年7月に創刊し、1945年3月に終刊した。はじめは「日本評論三日刊」。日本研究会が東京で編
集・出版した抗日雑誌だったが、1940年に上海へ移転して以降、親日雑誌へと変わる。
新婦女月刊 1940年12月から1941年7月に武漢で発行された月刊婦人誌。
東亞聯盟 1940年6月に北京で創刊、1945年1月に終刊した。中国東亜聯盟協会の機関紙で、東亜聯盟研究の名
義で中日親善を宣揚。広州などの東亜聯盟も同名雑誌を発行していた。
立言畫刊 1938年10月1日から1945年8月に北京で発行された週刊娯楽画報誌。
婦女雜志 1940年9月に北京で創刊し、1945年7月に終刊。日本華北派遣軍報道部所属の武徳新聞社が発行出版
した婦人誌。日本占領時期の北京において、最も長く発行された婦人誌。
新東方雜志 1940年3月に創刊し、1944年1月2日に終刊した。上海発行。汪政権の月刊総合誌。
太平 1942年8月に上海で創刊し、1944年8月第3巻第1期をもって終刊。太平画刊によって編集、発行され
た総合画報誌。表紙には「太平月刊畫報」とある。
中国文藝 1939年9月1日に北京で創刊し、1943年11月に終刊した。計51期。張深切など編集。中国文芸社、
人々書店、華北文化書局といったように発行所を度々変更。親日文芸誌。
敦隣 1944年1月に華北善隣会が北京で創刊、1945年3月第3巻第2/3期をもって終刊。王真夫編。政治、文
化などの論述や訳文を掲載し、「中日親善」「東亜共栄」を宣揚する汪政権よりの総合月刊誌。
新生 1945年6月に広州で創刊し、1945年8月第三期終刊。新生出版社出版の総合誌。
付記：・「翻訳作品一覧表」の掲載順に表示した。
　　　・「北平」は「北京」表記に統一して示した。
註
（1） 　伍傑主編『中文期刊大詞典（上下）』（北京：北京大學出版社、2000年）では上海発行とするが、正しくは南京発
行である。
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